特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　　12年12月13日　　438号
8日9日　京都府環境フェスティバル758人の皆さんと対話が進む　
　　
展示発表　　環境大臣表彰を中心に河床低下、里山農園、普賢寺の植物や残したい木津川の植物、防賀川での植樹実施、そして里山曼荼羅などを掲示しました。閲覧には植物誌ノート、会誌里山の自然、木津川の植物写真集などを揃え並べました。しかし参加者の多くはこうした1年間の活動結果に目を留めていただく方はあまりおられなかったようです。環境とは名ばかりで、アンケートに名前を書けばいただける景品に人が気を引かれておられるようでした。多くの展示発表から暮らしを見つめ環境問題を考えていただきたいものですね。
　　
農産物朝市　　今年の野菜の育ち具合は露地では難しかったです。大きくなりすぎたコマツナは、ほとんど売れ残りました。又、自慢の大根は昨年完売したのですが、かなり残りました。11月初めフェスティバル開催事務局から朝市を開くので野菜の出店をお願いするとの連絡がありました。そのため、自力販売の100円コーナーへの出店を控えて、環境フェスタ一本に絞りこんで準備しました。朝市への出品は、無農薬で苦労しながら育てたものを持参しましたが、仕入れて売る八百屋さんもおられて、生産者が直接売るという、本来の朝市ではなかったのです。又、朝市だと思っていたら、売れ残ったものはその場所で売り続けてくれとの連絡で、終日売り続ける野菜売り場になっていました。いろいろ思惑が違って、大変でした。　
　
松かさツリー　　大王松の松かさに大きな注目が集まりました。小さくてかわいいのも手が伸びるのですが、やはり大きくて迫力のあるものに目がついつい行くものですね。多くの人がこれほど大きい松傘を観るのが初めてだという事でした。里山の会の松かさツリーはこれで6回目の出展になるのですが、中には毎年これを楽しみに作っているのですと、6個目を作られました。大事なお客さまですね。

綿菓子　　初日の8日は、寒さが厳しく、雨もぱらつき、人影もまばらな大変な状況で、子どもたちの姿がほとんどなく、綿菓子が販売できるのだろうかと心配しました。まるで綿菓子機の試運転のようでした。二日目も同様だろうと予想し赤字を覚悟していました。それが子どもの列が長く繋がり行列ができる盛況になりました。ひっきりなしに並んでいただくような予想を超える大繁盛でした。やはり作って売るのではなく、小さな子供にも自分の手で作り上げる綿菓子に人気が生まれたのではないかと思います。
　　
手造り味噌　買ってくれた人に丹波の黒豆をいちいち黒い皮を手で剥き、福知山の水と米麹で作り上げたものですと説明すると納得していただきました。また通常14％の食塩を加えるところ、8～10％に抑えてあるので大変美味しく減塩味噌だと特徴を話すと多くの方々から協力金を出していただきました。初日に買った人は二日目大変おいしかったと食べた感想をお聞きできました。　
　
ワークショップ　「イタセンパラの復旧目指す」は、小川力也さんの講演で、淀川での絶滅していった経過、復元への取組み、木津川での生態研究についてお話がありました。「淀川水系の木津川は、人の手が加わらないで最後までイタセンパラが生育したところだ。復元の最大の課題は、密漁からどうして守りきるかである」と力説されました。お話にうなずく人が大勢おられました。「イタセンパラは1年で成魚になり産卵して一生を終える年魚だと初めて知った」　また「産卵は二枚貝に産み付け、冬の渇水期を貝の中で生育を止めて乗り越え、増水してくると生まれ出ていち早く生育する魚なのです。」との説明に納得しておられました。　　
ワークショップ　木津川の水質調査　　河川レンジャーの山田さんが京都地域の木津川の一斉水調査の2年目の取組みのまとめ、そして木津川に流れ込む支川の水の調査結果の発表がわかりやすくコンパクトにお話されていました。行き交う人も立ち止まって聞きいっていただき大勢の聴衆が集まってくれました。反響の大きさに驚きました。
「京都水宣言記念・10周年記念シンポジウム」　竹村公三郎氏講演

現在ほとんどのところで放置されている地下水利用についての問題提起がありました。また日本では耳にすることがほとんど有りませんでしたが、国際河川という言葉に驚きました。国を越えて流れる大河の呼称です。日本は汚染された河川からようやく綺麗な河川への取組みが進みつつありますが、世界ではまだまだこのようにはなっていない、日本の技術を世界に役立てるときが来ているのだとのお話でした。その場合、利益追求を至上主義としたものは世界に通用しない、近江商人の三方よしの商売が必要であると強調されていました。
木津川をカヌーで下ろう 日程決まる 9月8日笠置～木津、9月14日木津～流れ橋、9月15日流れ橋～枚方、9月16日枚方～八軒屋浜
安全面を考慮すると4日間のとおし下りは30艇分が規模ではないだろうかと一致しました。またそれぞれの昼食予定地、宿泊予定地でのカヌー教室は10艇で3回実施でと概要がまとまってきました。助成金の獲得状況で実施可否を考慮することも確認されました。
ＮＰＯ法会計学習会11日に開催、深田理事長以下3名が出席。会計は広く会の活動を公開し信頼を得るものだと説明がありました。里山の会では、いま何とかして認定ＮＰＯ資格が認められると、活動応援の寄付をいただいた方に寄付金額の40％から50％の還付金が行われる制度の適用資格を獲得しようと懸命に努力を続けています。　
15日　京都大学生院生による研究発表　13時開会　京田辺市中央公民館　
7人が研究成果を発表　是非お越しください。
10大ニュースの列記　　皆さんは里山の会今年の10大ニュースにどれを選ばれますか　
10点をご連絡ください。お待ちしています
A　会員数257人最高会員を記録　　　  B　ホタルの夕べ3年ぶりに開催　　　
C　防賀川に植樹　　　　　　　　　　  D　里山農園開拓第1次完成　　　　
E　会誌33号の表紙カラー化　　　　  F　里山農園100円コーナー実現　　　
G　里山講演会城陽市初開催で成功　　　H　タニジャコウソウ62年ぶりに絶滅種発見 　　
I　コメ販売量最高を記録　　J　京都府植物誌ノート資料原本集発刊・京都府図書館など4館に寄贈　　

K　木津川ワークショップ4回開催　　  l 　週間ニュース400号を突破　　　
n　環境大臣表彰受賞　　              m　近畿整備局業務研究会発表　　
o　祭り舞台提供と野菜販売　           　p　オオムラサキ成虫の写真撮影成功　
q　ササユリの40数年ぶりの開花  
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

